
足元のおぼつかない急な斜面でした

が、ゆっくり丁寧に植樹しました。

みーもくん

今回参加されたご家族３名です。

右より、天野美歩さん、圭太くん（５歳）、

怜美ちゃん（８歳）。

鍬（くわ）で地面を３０セ

ンチ掘ってから、そっと苗

木を植え込みました。

手足を使って、しっかり地

表を固めることを忘れない

ように！

１０月２６日（土）、さんいん環境キャンペーン「森

林保全活動」が、松江市東長江町の山林・葉子山で開催

されました。この取り組みは島根県が進める「みーもの

森づくり事業」の一環として、２０１０年から行なわれ

ており、今回、全体での参加者は１３０名。生協しまね

からは２家族４名の皆さんが応募し、植樹活動に携わる

こととなりました。

アカマツ２００本、クヌギ２００本、コナラ４００本

（合計８００本）を４０アールの山の斜面の区画ごと

に、班に分かれて分担し、足元に気を付けながら、１本

１本植樹していきました。

現在、東長江森林組合所有の

「葉子山」ですが、元々は茶畑

でした。

参加された皆さんは、それぞれに森

林の再生についてや、環境への配慮な

どへの想いを巡らせていました。

また、「豊かな自然を次世代に残す」

ことの大切さを、今回の植樹活動を通

して、改めて実感した様子でした。

参加者全員で記念撮影。背景が今回の植樹エリアです。


